
人権を考

～病気と人権～

ハ
ン
セ
ン
病

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の

ハ
ン
セ
ン
医
師
に
よ
っ
て
原
因
細

菌
が
発
見
さ
れ
た
た
め
に
名
付
け

ら
れ
た
感
染
症
で
す
。

　
ハ
ン
セ
ン
病
は
感
染
力
が
弱
く
、

日
常
生
活
で
は
感
染
す
る
こ
と
が

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
万
一
、

感
染
・
発
症
し
て
も
優
れ
た
治
療

薬
が
で
き
た
た
め
、
早
期
に
発
見

し
適
切
な
治
療
を
受
け
れ
ば
後
遺

症
も
残
ら
な
い
病
気
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
病
気
は
、
治
療

薬
が
な
い
時
代
に
は
、
病
気
が
進

む
と
皮
膚
や
手
足
が
変
形
し
た
り
、

失
明
し
た
り
す
る
こ
と
か
ら
大
変

恐
れ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
遺

伝
病
、
不
治
の
病
、
感
染
力
の
強

い
病
気
と
の
誤
解
に
よ
り
、
日
本

で
は
明
治
時
代
か
ら
隔
離
政
策
が

取
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
患
者
が
入
所
す
る

療
養
所
で
は
、
入
所
者
は
本
名
を

名
乗
る
こ
と
が
許
さ
れ
ず
、
重
傷

者
の
看
護
、
目
や
手
足
の
不
自
由

な
仲
間
の
介
護
な
ど
の
ほ
か
に
、

亡
く
な
っ
た
人
の
火
葬
ま
で
が
強

制
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ハ
ン
セ
ン

病
患
者
は
生
涯
療
養
所
で
過
ご
す

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
平

成
８
年「
ら
い
予
防
法
の
廃
止
に

関
す
る
法
律
」の
施
行
に
よ
り
隔

離
政
策
が
終
わ
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
今
で
も
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
に
と
ど
ま
る
人
が
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
あ
ま
り
に

も
長
く
隔
離
政
策
が
続
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
患
者
や

元
患
者
の
高
齢
化
が
進
ん
だ
こ
と
、

社
会
に
根
強
く
残
る
誤
解
と
偏
見

に
よ
る
差
別
や
親
族
へ
の
影
響
を

恐
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
療
養

所
内
で
暮
ら
す
こ
と
を
選
ぶ
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
と
エ
イ
ズ

　
「
Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
す

る
と
必
ず
エ
イ
ズ
に
な
る
。
エ
イ

ズ
に
な
っ
た
ら
死
ぬ
。
う
つ
り
や

す
い
病
気
だ
」と
い
っ
た
、
エ
イ

ズ
の
症
例
が
発
見
さ
れ
た
こ
ろ
の

誤
解
が
い
ま
だ
に
多
く
の
人
に
広

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
ウ
イ
ル
ス
感
染
は
治
療

薬
の
開
発
に
よ
り
、
早
期
発
見
・

治
療
が
で
き
れ
ば
エ
イ
ズ
の
発
症

率
が
抑
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
治
療
を
継
続
す
る
こ

と
に
よ
り
、
普
通
の
生
活
が
送
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

感
染
経
路
は
性
的
接
触
・
血
液

感
染
・
母
子
感
染
に
限
ら
れ
て
い

る
た
め
、
注
意
し
て
い
れ
ば
日
常

生
活
で
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

人
権
問
題
と
し
て
の
認
識
が
必
要

　

ハ
ン
セ
ン
病
や
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
は

治
療
が
で
き
る
病
気
で
す
が
、
ハ

ン
セ
ン
病
の
患
者
や
元
患
者
、
Ｈ

Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
す
る
偏
見
や
差

別
が
い
ま
だ
に
解
消
さ
れ
て
い
な

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

平
成
15
年
に
は
、
ハ
ン
セ
ン
病

療
養
所
の
入
所
者
が
ホ
テ
ル
へ
の

宿
泊
を
拒
否
さ
れ
る
な
ど
の
差
別

事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
に
対
し
て
も
感
染

し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
仕
事
を

解
雇
さ
れ
た
り
、
医
療
機
関
で
診

察
を
拒
否
さ
れ
た
り
す
る
な
ど
の

人
権
侵
害
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

現
代
社
会
で
は
ハ
ン
セ
ン
病
や

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
以
外
の
病
気
で
も
誤

解
や
偏
見
に
苦
し
ん
で
い
る
人
が

い
ま
す
。
病
気
に
つ
い
て
関
心
を

も
っ
て
正
し
く
理
解
し
、
病
気
を

理
由
と
し
た
差
別
に
つ
な
が
る
よ

う
な
言
動
を
と
ら
な
い
よ
う
に
心

掛
け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　生涯学習課（☎㉒6888）

　鬼石小学校では「かんがえる子」「がんばる子」
「やさしい子」「きちんとあいさつができる子」の
頭文字をとった「かがやき」運動を展開し「笑顔・
元気・やる気いっぱい鬼石っ子」を育成しています。
「かがやき運動」の中にある「がんばり活動」は、
行事や学習の狙いを意識して、全校、学年、縦割り
班などで、年間を通して計画的に実施しています。
　「がんばり活動」の活動の１つである「マラソン
がんばり」では毎朝、授業前の５分間を使って校庭
を走っています。低学年はトラック内側、中・高学
年はトラックの外を自分のペースで走り、自分自身
の目標と向き合います。また走った周をマラソンカー
ドに記入し、自分の頑張りを貯めていきます。暑く
ても寒くても、１年間継続することで、走力や体力

～夢いっぱい「かがやき」運動～

↑曲に合わせて自分のペースで走ります。どの子も疲れても
歩かずに真剣な表情で走り続けています。

の向上、何事も続けて頑張ればできるようになると
いう意欲を育てています。
　「なかよしがんばり」では、１～６年生までを含
めた縦割り班の活動の１つとして、全校で遠足を行
います。半日かけて桜山公園まで歩いていく中で、
長距離を歩くことで養える忍耐力や､ 縦割り活動に
よる思いやりと協力の心を育てています。上級生は
「下級生に頑張れと励ました」「リュックを持って
あげた」「下級生のペースで歩いた」などと下級生
への思いやりを見せます。また下級生は上級生の姿
に憧れを抱き、上級生を目標にします。
　鬼石小学校では、こういった活動を通して笑顔と
元気とやる気を持った鬼石っ子を育てています。　　　　　水

みずおち

落　佑
ゆうすけ

介さん　田
たなか

中　麻
まりん

鈴さん　

著者▷原田　ひ香
女の人生、どう貯めてどう使う？結
婚、子育て、入院、離婚、老後…
明るく、賢く、勇ましく生きていく
ために。御

みくりや

厨家を巡る「節約」ストー
リー。節約アイデアも満載。

泣きかたをわすれていた 三千円の使いかた

問い合わせ　学校教育課（☎508212）
　　　　　　鬼石小学校（☎522756）

開館時間　　午前９時～午後８時（土・日曜日、祝日は午後５時まで）
休館日　　　月曜日
問い合わせ　図書館☎㉒1669

無敵の思考

著者▷落合　恵子
自らの終

しゅうえん

焉を見据えた先にこそ、本
当の自由はある。冬子、72歳。７年
にわたる認知症の母の介護、そして
愛する人たちを見送った先に広がる
大いなる開放とは。

著者▷ひろゆき
何事も最初は仮説を立てる、お金で
問題解決しない、元を取る事を考え
る。２ちゃんねる、ニコニコ動画な
どの「世界一の管理人」ひろゆき流・
ストレスフリーな生き方のススメ！

鬼石小学校
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